
　 SD Gsが掲げる「 誰一人取り 残さ ない」社会の実現に向けて、国や地方自治体、企業、教育・ 研究機関、N POなど、

様々な主体により 積極的な取組が展開さ れています。SD Gsが掲げる目標や方向性は地域課題の解決に資するも

のであること から 、区は、本計画において政策や施策と SD Gsと の関連を 明ら かにし 、SD Gsの達成期限( 令和1 2

（ 20 30 ）年) まで10年を 切っていること を 念頭に置き、SD Gsを 踏まえて区政を 推進しています。

■ SD G sへの貢献度の見える化（ 令和5(2023）年度改定時点）

　 計画の前期3 年間におけるSD Gsの各目標への貢献度を 見える化するため、政策評価における各施策の達成度

( a・ b・ c) を 点数化し 、SD Gsごと に集計し まし た。

　 その結果を 3段階( a・ b・ c) で評価し 、おおむねa評価と いえるも のが5ゴール( ③④⑤⑦⑮) 、おおむねb 評価と い

えるも のが1 2ゴール( ①②⑥⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑯⑰)と なり 、c評価のゴールはあり ませんでし た。

　 特に評価が高かったゴールは「 7 エネルギーをみんなに そしてクリ ーンに」「 15  緑の豊かさ を守ろう 」「 4 質の高い

教育をみんなに」など、評価が低かったゴールは「 13 気候変動に具体的な対策を」「 2 飢餓をゼロに」「 12  つく る責任 

つかう 責任」などでし た。

あら ゆる場所で、あら ゆる 形
態の貧困に終止符を打つ

すべての人々に手ごろで信頼
でき、持続可能かつ近代的な
エ ネルギ ー へのアク セ ス を
確保する

気候変動と その影響に立ち向
かう ため、緊急対策を取る

飢餓に終止符を打ち、食料の
安定確保と 栄養状態の改善
を 達成すると と も に、持続可
能な農業を推進する

すべての人のための持続的、
包括的かつ持続可能な 経済
成長、生産的な完全雇用およ
びディ ーセント・ ワーク（ 働き
がいのある 人間らし い仕事）
を推進する

海洋と 海洋資源を持続可能な
開発に向けて保全し 、持続可
能な形で利用する

あら ゆる年齢のすべての人々
の健康的な生活を確保し 、福
祉を推進する

強靭なインフ ラ を 整備し 、包
摂的で 持続可能な産業化を
推進すると と も に、技術革新
の拡大を図る

陸上生態系の保護、回復およ
び持続可能な利用の推進、森
林の持続可能な管理、砂漠化
への対処、土地劣化の阻止お
よ び逆転なら びに生物多様
性損失の阻止を図る

目標1 貧困をなく そう

目標7  エネルギーをみんな
に そしてクリ ーンに

目標1 3  気候変動に具体的
な対策を

目標2 飢餓をゼロに

目標8 働きがいも経済成長も

目標14 海の豊かさ を守ろう

目標3  すべての人に健康と
福祉を

目標9 産業と 技術革新の基
盤をつく ろう

目標15 陸の豊かさも 守ろう

すべての人々に包摂的かつ公
平で質の高い教育を 提供し 、
生涯学習の機会を促進する

国内および国家間の格差を是
正する

持続可能な 開発に向けて平
和で包摂的な社会を推進し 、
すべての人に司法へのアク セ
スを 提供すると と も に、あら
ゆるレベルにおいて効果的で
責任ある 包摂的な 制度を 構
築する

ジェンダーの平等を達成し 、す
べての女性と 女児のエンパ
ワーメ ント を図る

都市と 人間の居住地を 包摂
的、安全、強靭かつ持続可能
にする

持続可能な開発に向けて実施
手段を 強化し 、グロ ーバル・
パート ナーシップを活性化する

すべての人に水と 衛生へのア
クセスと 持続可能な管理を確
保する

持続可能な 消費と 生産のパ
タ ーンを確保する

目標4 質の高い教育をみん
なに

目標10 人や国の不平等をな
く そう

目標11 住み続けら れるまち
づく り を

目標16  平和と 公正をすべて
の人に

目標5  ジェ ンダー平等を 実
現し よう

目標17 パート ナーシッ プで
目標を達成しよう

目標6  安全な 水と ト イレ を
世界中に

目標12  つくる責任 つかう責任

SDGs（ 17のゴール）

■ 評価方法

● 各施策には、関連するSDGsを位置付けています。

　 ( 例)  政策1施策1  まちの将来像の実現 ➡ ゴール  ⑪・ ⑮・ ⑰
　 　 　 　 　 
　 　 　 政策4施策1  地震などの自然災害の防災対策の充実 ➡ ゴール ⑤・ ⑥・ ⑪・ ⑬・ ⑰

● 政策評価における施策の成果指標の達成度に応じ て、各ゴールにa： 3点、b： 2点、c： 1点を配点し ます。

● SD Gsごとに、そのゴールに位置付けられた全ての施策の評価点の平均点を計算し ます。

● 平均点が2.5点を超えた場合はa評価、2.5点以下で1.5点を超えた場合はb評価、1.5点以下の場合はc評価とします。

SD Gs
ゴール

評価 b b a a a b a b b b b b b b a b b

評点 2 .19 2 .00 2 .58 2 .60 2 .56 2 .33 3 .00 2 .31 2 .50 2 .47 2 .42 2.00 1 .96 2 .43 2 .75 2 .20 2 .49

評価 SDGs

a

b

c 　（ 該当なし ）

政策と SD Gsと の関係

　 平成2 7 ( 2 0 1 5 ) 年の国連サミ ッ ト で 採択さ れた「 持続可能な 開発のための

2030アジェ ンダ」にて記載さ れた令和12 ( 2030) 年までの国際目標で、持続可能

な世界を実現するための17の目標から構成さ れています。

　 環境問題や貧困問題など世界が直面する課題の解決に向けて、先進国・ 発展

途上国を問わず全ての加盟国が目標の達成をめざしています。SDGsはSustain ab le 

D evel opm en t Goal sの略称です。

SDGsと は
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▶ SD Gs評価 a評価

ｂ 評価ｂ 評価

c評価
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政策 SD Gs

1
多様な人びと がと もに支え合
う 魅力的な都心生活の舞台を
つく る

2
世界に開かれた先駆的で活力
あるまちの基盤を整備する

3
快適な暮らし を 支える交通ま
ちづく りを進める

4
自助・ 共助・ 公助により 災害に
強い都心づく りを進める

5
安全で安心して暮ら せる都心
をつく る

6
持続可能な循環型の都心づく
りを進める

7
人や生物にやさ し い、環境負
荷の少ない都心環境をつく る

8
環境に対する意識を 高め、健
康で快適に暮らせる生活環境
をつく る

9
参画と 協働により 地域を 支え
る多様なコミ ュニティ をつく る

10
豊かな国際性を生かし た多文
化共生社会をつく る

11
伝統と 最先端技術が融合し た
区内産業を支援する

12
港区の特性を生かし た個性あ
る商業集積の形成を支援する

13
港区ならではの魅力を生かし
た都市観光を展開する

政策 SD Gs

14
豊かで多様な文化に包まれた
まちづく りを進める

15
健やかな子どもの「 育ち」を支
える環境を整備する

16
子ども の個性、地域の特性を
生かす学校教育を実施する

17
就学前児童ケアサービスを総
合的に推進する

18
地域での支え合いと 区民の自
分らし く 自立し た地域生活を
支援する

19
高齢者のいきいきと 充実し た
地域での生活を支援する

20
障害者のゆたかで自立し た地
域での生活を支援する

21
区民が健やかで安全に暮らす
こと ができるよう 支援する

22
誰も がスポーツを 楽し むこ と
ができる機会の確保と 環境を
整備する

23
区民の多様な学習活動と 誇り
と 愛着ある郷土意識の醸成を
支援する

24
先端技術の活用により 利便性
の高い区民生活を実現する

25
平和や人権、多様な価値観を
尊重し ながら 、透明性が高く
開かれた区政運営を推進する

26
行政資源を 効果的・ 効率的に
活用し 、先駆的な施策を 推進
する

■ 港区基本計画の各政策と 関連するSD G s

　 基本計画における政策と SD Gs と の関連を 一覧としてまと めまし た。各政策や施策を 着実に推進し

ていく こと で、SD Gsの達成にも 貢献していきます。

■ 赤坂・ 青山SDGs月間( SDGsにちなんだスタンプラリーなど)

■ 企業等と連携したSDGsの推進(みなとダイバーシティ フェスティ バル)
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